
内服薬

注射薬

治療に関わるモニタリング

時間経過による病態変化の特徴と対応

糖尿病薬物療法への対応

配慮が必要な患者

災害時に求められる継続的薬学管理

災害発生前に知っておくべき事

災害発生前に準備しておくべき事

災害が発生したら

目標

糖尿病に起因した急性合併症
の発生を防ぐこと

低血糖と持続する高血糖状態を予防

災害時に起こりうる多彩な心理変化を考慮

災害発生で生じる環境変化

災害時における患者の精神的サポート

流通・処方箋・ライフライン etc

 一般的な災害への備え

 糖尿病治療状況の把握の
ための情報源の保持

 治療薬、治療に必要な資材
 非常用キットの準備

 BCP (事業継続計画)

 災害拠点病院：自家発電
機等の整備、備蓄薬品、
地域の連携

 防災設備

 地域・スタッフのネット
ワーキング

脱水や昏睡が起こりうる
ような著明な高血糖、あ
るいは低血糖を起こさな
いようにする

血糖コントロールの悪化
による様々な合併症の出
現に注意する

普段の生活を取り戻して
いく中でそれまでの避難
生活での疲労、感染症に
注意する

今の生活にあわせた

糖尿病治療と精神的サ
ポートが必要である

超急性期 急性期 亜急性期 慢性期

患者 病院 薬局

 水・食糧の備蓄
 情報バックアップ
 患者・スタッフ教育

 高血糖に注意しつつ、低血糖や副作用の少ない治療薬を選択
 各薬剤の排泄経路にも注意

インスリン

 基礎インスリンは
中断しない

 注射針の再使用
 穿刺部位消毒

 基礎インスリンは
中断しない

 穿刺部位必ず消毒

 予期せぬトラブル
への備え

 穿刺部位消毒
 製剤保管状況確認

 他の薬剤の供給不足
による代替薬として
は好ましくない

インスリンポンプ GLP-1受容体作動薬

1型糖尿病 高齢者 妊婦

表４ .災害時における
経口血糖降下薬の調節

表3．災害救助法適用地域における保険処方箋と災害処方箋の相違点表2．非常用キットのチェックリスト

表１．避難所における糖尿病の増悪因子

 DKA予防
 カーボカウントの活用
 インスリンの備蓄

 低血糖予防

 脱水・認知症・運
動量低下に注意

 妊娠週数毎の対応
 ケトーシスに注意
 DVT予防
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災害時に支援を要
す在宅患者や個別
疾患患者を把握

（災害発生時～3日間） （4日～1週目） （2週目～1ヶ月） （1ヶ月～3ヶ月後）

薬剤師のための糖尿病患者の継続的薬学管理のための
災害対応のてびき（要約）
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